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言語文化 単位数 ２単位 学科・学年・学級 
 

 

１ 学習の到達目標 

言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識

や技能を身に付けるとともに，我が国の言語

文化に対する理解を深めることができるよ

うにする。 

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像した

りする力を伸ばし，他者との関わりの中で伝え合う

力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりす

ることができるようにする。 

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯に

わたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言

語文化の担い手としての自覚をもち，言葉を通して

他者や社会に関わろうとする態度を養う。 

 

２ 使用教科書など 

使用教科書 東京書籍「新編言語文化」（言文 701） 

副教材など 「新編言語文化学習課題ノート」（準拠ノート）／「D マークコンテンツ（教科書），指導用 DVD-ROM 収録の補助資料など 

 

◆年間指導計画 

領域・教材名 

ページ数・配当時数 

学習指導要領と

の対応 
学習目標 学習活動 評価規準 

■１学期 

現代文編１ 随想（４月） 

読む 

さくらさくらさくら 

Ｐ10 

２時間 

 

 

［知技］⑴ア，

イ，ウ，エ 

［思判表］読む

こと⑴ア，イ 

・引用歌や体験談に

注意しながら，日本

独特の桜に対する

感性について理解

を深める。 

＜第１時＞ 

１桜に対するイメージや筆者について知っていること

を発表する。 

２本文を通読し，三つの部分に分けて，それぞれの話題

をまとめる。 (手引き１) 

３第一段における要点がどの部分に示されているかを

考え，それが本文全体でどのような意味を持つか考察

［知技］ 

・言葉には，文化の継承，発展，創造を支える働きがあ

ることを理解している。 

・常用漢字の読みに慣れ，主な常用漢字を書き，文や文

章の中で使っている。 

・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し，それら

の文化的背景について理解を深め，文章の中で使うこ
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する。 

＜第２時＞ 

１具体例から日本と外国での桜に対する感じ方や考え

方の違いを理解する。 (手引き２・３) 

２第三段を音読し，短歌三首の内容と詠まれた心情につ

いて考える。(手引き４) 

３短歌の内容と心情についての考察を踏まえて，筆者の

桜への思いを整理する。（手引き５） 

とを通して，語感を磨き語彙を豊かにしている。 

・文章の意味は，文脈の中で形成されることを理解して

いる。 

［思判表］ 

・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容

や構成，展開などについて叙述を基に的確に捉えてい

る。 

・「読むこと」において，作品や文章に表れているもの

の見方，感じ方，考え方を捉え，内容を解釈している。 

［主］進んで日本独特の桜に対する感性について理解を

深め，学習課題に沿って本文や引用歌の考察を踏まえ

ながら筆者の桜への思いを整理しようとしている。 

読む 

〔言語〕「花」といえば

「桜」？ 

Ｐ16 

１時間 

［知技］⑴ア 

［思判表］読む

こと⑴エ 

○活 読むこと⑵

ア 

・現代の言語文化に

息づいている古典

の常識について興

味を持つ。 

１「さくらさくらさくら」（10 ページ）に「和歌の世界

では，『花』といえば『桜』を指す」という内容が書

かれていたことを確認する。 

２古典文学において，「山」や「祭」という言葉が，ど

の「山」や「祭」を指して用いられていたのかを調べ

る。（課題１） 

３「小倉百人一首」から，「花」と詠んで「桜」を歌っ

ている和歌を探す。（課題２） 

４「花」が「桜」の意味で用いられている言葉にはどの

ようなものがあるか調べる。（課題３） 

５「桜」についてふだんどのように感じているかまとめ，

発表する。（課題４） 

［知技］言葉には，文化の継承，発展，創造を支える働

きがあることを理解している。 

［思判表］「読むこと」において，作品や文章の成立し

た背景や他の作品などとの関係を踏まえ，内容の解釈

を深めている。 

［主］進んで現代の言語文化に息づいている古典の常識

について理解し，学習課題に沿って，小倉百人一首か

ら「花」と詠んで「桜」を歌っている和歌を探し，「桜」

についてふだんどのように感じているか考え，発表し

ようとしている。 

古文編１ 古文入門（５・６月） 

読む 

古文に親しむ 

Ｐ118  

1 時間 

［知技］⑴ア／

⑵ア，ウ 

［思判表］読む

こと⑴ア 

・それぞれの文章の，

リズムや調子の違

いを感じ取る。 

１古文と現代文の違いについて確認する。 

 

１古文の代表作品の冒頭を音読する。 

２現代とは仮名遣いが違うことを知る。 

３暗唱し，古文のリズムや調子を体感する。（手引き１・

［知技］ 

・言葉には，文化の継承，発展，創造を支える働きがあ

ることを理解している。 

・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外国の文

化との関係について理解している。 
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２） ・古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な

文語のきまりや古典特有の表現などについて理解し

ている。 

［思判表］「読むこと」において，文章の種類を踏まえ

て，内容や構成，展開などについて叙述を基に的確に

捉えている。 

［主］進んで音読して古典の世界に親しみ，学習課題に

沿って古文のリズムや調子を感じ取ろうとしている。 

読む 

児のそら寝 

Ｐ122 

 

 

●古文学習のしるべ１ 

古文の言葉と仮名遣い  

Ｐ124 

２時間 

［知技］⑴ア，

ウ，エ／⑵ウ 

［思判表］読む

こと⑴ア 

 

［知技］⑵ウ，エ 

［思判表］読む

こと⑴ア 

・歴史的仮名遣いに

ついて理解し，説話

のおもしろさを読

み取る。 

１本文を音読し，歴史的仮名遣いに慣れる。（手引き１・

古文学習のしるべ１） 

２児の気持ちの変化を整理し，最後の描写の意味につい

て考える。（手引き２・３） 

３現代語訳する際の注意点を理解する。（古文学習のし

るべ１） 

［知技］ 

・言葉には，文化の継承，発展，創造を支える働きがあ

ることを理解している。 

・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し，それら

の文化的背景について理解を深め，文章の中で使うこ

とを通して，語感を磨き語彙を豊かにしている。 

・文章の意味は，文脈の中で形成されることを理解して

いる。 

・古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な

文語のきまりや古典特有の表現などについて理解し

ている。 

・時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言

葉の変化について理解を深め，古典の言葉と現代の言

葉とのつながりについて理解している。 

［思判表］「読むこと」において，文章の種類を踏まえ

て，内容や構成，展開などについて叙述を基に的確に

捉えている。 

［主］進んで歴史的仮名遣いについて理解し，学習課題

に沿って説話のおもしろさを読み取ろうとしている。 

読む 

絵仏師良秀 

Ｐ130 

 

［知技］⑴ア，

ウ，エ／⑵ウ 

［思判表］読む

こと⑴ア 

・文語の活用につい

て理解し，叙述を基

に人物像を読み取

る。 

１本文を音読する。 

２人々と良秀の言動を読み取る。 

３良秀の人物像について考える。（手引き１・２） 

［知技］ 

・言葉には，文化の継承，発展，創造を支える働きがあ

ることを理解している。 

・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し，それら
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■古文の窓１ 

 古典から生まれた近現

代の小説を読む 

 

●古文学習のしるべ３ 

用言の活用／係り結び

／仮定条件と確定条件 

Ｐ134 

２時間 

 

［知技］⑵ア，カ 

［思判表］読む

こと⑴エ 

 

［知技］⑵ウ，エ 

［思判表］読む

こと⑴ア 

４用言の活用，係り結び，仮定条件と確定条件について

学習する。（古文学習のしるべ３） 

 

 

の文化的背景について理解を深め，文章の中で使うこ

とを通して，語感を磨き語彙を豊かにしている。 

・文章の意味は，文脈の中で形成されることを理解して

いる。 

・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外国の文

化との関係について理解している。 

・古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な

文語のきまりや古典特有の表現などについて理解し

ている。 

・時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言

葉の変化について理解を深め，古典の言葉と現代の言

葉とのつながりについて理解している。 

・我が国の言語文化への理解につながる読書の意義と

効用について理解を深めている。 

［思判表］ 

・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容

や構成，展開などについて叙述を基に的確に捉えてい

る。 

・「読むこと」において，作品や文章の成立した背景や

他の作品などとの関係を踏まえ，内容の解釈を深めて

いる。 

［主］進んで文語の活用について理解し，学習課題に沿

って叙述を基に人物像を読み取ろうとしている。 

漢文編１ 漢文入門（６・７月） 

読む 

訓読の基本 

Ｐ210 

 

 

 

〔言語〕漢字の読みと意

［知技］⑴ア，

ウ，エ／⑵ア，

ウ 

［思判表］読む

こと⑴ア 

 

［知技］⑴イ，ウ

・漢文の特色を知り，

訓読のきまりを理

解するとともに，格

言に親しむ。 

 

 

・漢和辞典の使い方

１中学校で学習した故事成語・唐詩・『論語』を発表し，

高校での漢文学習への意識付けを図る。 

２「訓読」の導入文を読み，漢文とは日本語と言語構造

が異なるものであり，その漢文を日本語として読む工

夫が訓読であることを理解する。 

【訓読】 

［知技］ 

・言葉には，文化の継承，発展，創造を支える働きがあ

ることを理解している。 

・常用漢字の読みに慣れ，主な常用漢字を書き，文や文

章の中で使っている。 

・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し，それら

の文化的背景について理解を深め，文章の中で使うこ
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味―漢和辞典を活用しよ

う 

Ｐ218 

２時間 

⑵エ 

［思判表］○活読
むこと⑴ア 

を知り，漢字の読み

と意味の関係につ

いて理解する。 

１基本構造「主語・述語」と句読点・送り仮名・書き下

し文について理解する。 

２基本構造「修飾語・被修飾語」を理解し，句読点・送

り仮名・書き下し文に慣れる。 

３基本構造「述語・目的語（補語）」と返り点について

理解し，書き下した上で現代語訳する。（手引き１） 

４漢文訓読に関する基本的な知識および漢文の基本構

造について確認する。（手引き２） 

【格言】 

１前半の五つの格言を音読し，既習の訓点の知識を確認

し，返読文字と一レ点の用法について理解する。（教

科書 213 ページ手引き１・２） 

２後半の三つの格言を音読し，助字，置き字と上・中・

下点の用法について理解し，書き下し，現代語訳する。

（主な置き字とその用法） 

３「訓読」で学習した訓点の知識に加え，返り点，返読

文字，置き字について整理した上で書き下し文にす

る。（教科書 215 ページ手引き１・２） 

【格言（再読文字）】 

１「未来」「将来」の熟語から，再読文字の用法を理

解する。 

２「再読文字」の格言を，訓点に従って音読し，書き

下し，現代語訳して，各再読文字の用法について確

認する。（再読文字・再読文字の種類と用法） 

３「学習の手引き１・２」に取り組み，再読文字の用

法に慣れる。（手引き１・２） 

とを通して，語感を磨き語彙を豊かにしている。 

・文章の意味は，文脈の中で形成されることを理解して

いる。 

・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外国の文

化との関係について理解している。 

・古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な

文語のきまりや訓読のきまり，古典特有の表現などに

ついて理解している。 

・時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言

葉の変化について理解を深め，古典の言葉と現代の言

葉とのつながりについて理解している。 

［思判表］「読むこと」において，文章の種類を踏まえ

て，内容や構成，展開などについて叙述を基に的確に

捉えている。 

［主］進んで漢文の特色や訓読のきまりを理解し，見通

しを持って，古典を学ぶ意味について考えを持とうと

している。 
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１「格言」の八つの格言と，再読文字の七つの格言の中

から，それぞれ興味・関心を持った格言を使った例文

を作り，話し合う。 

２漢文訓読に関する基礎知識について復習する。 

 

読む 

故事成語―三編〔言語〕 

Ｐ220 

 

 

 

 

 

■漢文の窓１ 

 名前の表し方 

Ｐ226 

３時間 

［知技］⑴ア，

ウ，エ／⑵イ 

［思判表］読む

こと⑴ア，エ，

オ 

○活 読むこと⑵

イ 

 

［知技］⑵ア，ウ 

［思判表］読む

こと⑴ア 

・故事成語の元にな

った話を読むこと

を通して，漢文の読

解に慣れ親しむ。 

１中学校で学習した故事成語を発表し，故事成語とはど

ういうものか再確認する。 

【守株】 

１本文を，書き下し文を参照しながら，訓点に従って正

確に読めるようになるまで，繰り返し音読する。（手

引き１） 

２書き下し文のきまりを確認する。（手引き２） 

３脚注を参照して正確に現代語訳し，内容を理解する。

（手引き３） 

４「株を守る」の故事成語としての意味を確認する。（手

引き４） 

【五十歩百歩】 

１本文を訓点に従って正確に読めるようになるまで，繰

り返し音読するとともに，書き下し文のきまりを確認

する。 

２脚注を参照して正確に現代語訳し，内容を理解する。

（手引き１・２） 

３本文は，どんなことを伝えようとした話なのか，前書

きを参考にして意図を理解する。（手引き３） 

４「五十歩百歩」の意味を確認し，「五十歩百歩」を用

［知技］ 

・言葉には，文化の継承，発展，創造を支える働きがあ

ることを理解している。 

・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し，それら

の文化的背景について理解を深め，文章の中で使うこ

とを通して，語感を磨き語彙を豊かにしている。 

・文章の意味は，文脈の中で形成されることを理解して

いる。 

・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外国の文

化との関係について理解している。 

・古典の世界に親しむために，作品や文章の歴史的・文

化的背景などを理解している。 

・古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な

文語のきまりや訓読のきまり，古典特有の表現などに

ついて理解している。 

［思判表］ 

・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容

や構成，展開などについて叙述を基に的確に捉えてい

る。 

・「読むこと」において，作品や文章の成立した背景や

他の作品などとの関係を踏まえ，内容の解釈を深めて

いる。 

・「読むこと」において， 作品の内容や解釈を踏まえ，

自分のものの見方，感じ方，考え方を深め，我が国の
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いた文章表現を行う。（手引き４） 

【借虎威】 

１本文を訓点に従って正確に読めるようになるまで，繰

り返し音読する。 

２書き下し文のきまりを確認するとともに，脚注を参照

して正確に現代語訳し，内容を理解する。（手引き１・

２） 

３「虎の威を借る」の意味を確認し，「虎の威を借る」

を用いた文章表現を行う。（手引き３） 

 

１辞書（漢和・国語）や国語便覧などを用い，「守株」

「五十歩百歩」「借虎威」以外の故事成語に触れ，故

事成語に興味を持つとともに，故事成語が日本語にお

いて果たす役割について理解する。（手引き４） 

２一人の人間について，現代日本の一般とは違い，複数

の「名前」があることを理解する。（漢文の窓１） 

言語文化について自分の考えをもっている。 

［主］進んで訓読のきまりを理解し，学習課題に沿って，

故事成語の元になった話を読み，故事成語の果たす役

割について考えようとしている。 

■２学期 

現代文編２ 小説１（９月） 

読む 

とんかつ 

Ｐ24  

４時間 

［知技］⑴ア，

イ，ウ，エ 

［思判表］読む

こと⑴ア，ウ 

・会話や行動の描写

に着目して，登場人

物の心情とその変

化を読み取る。 

＜第１時＞ 

１これまでに読んだ小説の中で，おもしろかったもの，

印象に残ったものを挙げ，小説を読む楽しさや意義に

ついて話し合う。 

＜第２時＞ 

１本文を通読し，印象に残った点を話し合う。 

２三つに分けられたそれぞれの部分に描かれた出来事

［知技］ 

・言葉には，文化の継承，発展，創造を支える働きがあ

ることを理解している。 

・常用漢字の読みに慣れ，主な常用漢字を書き，文や文

章の中で使っている。 

・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し，それら

の文化的背景について理解を深め，文章の中で使うこ

とを通して，語感を磨き語彙を豊かにしている。 

・文章の意味は，文脈の中で形成されることを理解して
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を，登場人物・場面などに注意してまとめる。(手引

き１) 

３親子の描写を着実に押さえて，二人の性格や境遇につ

いて考えられることを箇条書きにし，発表し合う。 

＜第３時＞ 

１女主人の，客の親子に対する見方の変化を順次まとめ

る。(手引き２) 

２第一段が全体の中で果たす役割を，前時の４と関連さ

せて考える。 

３親子の境遇について，母親の「問わず語り」〔三〇・

14〕の部分を中心に，簡潔にまとめる。(手引き３) 

４「とんかつ」を夕食に出した宿の女主人，それを食べ

る親子の心情を，それぞれ推測してみる。(手引き４) 

＜第４時＞ 

１一年足らずの間に，母親は老け，息子は成長している。

この変化の表れている箇所について考える。(手引き

５) 

２女主人の，宿を再訪した母親と少年に対する通り一遍

でない思いやりが，それぞれに対して表れている言動

を押さえる。 

３題名を考慮に入れて，この小説の主題をまとめる。（手

引き６) 

４作者とその文学について学ぶ。 

いる。 

［思判表］ 

・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容

や構成，展開などについて叙述を基に的確に捉えてい

る。 

・「読むこと」において，文章の構成や展開，表現の仕

方，表現の特色について評価している。 

［主］進んで本文に描かれた出来事や会話，行動の描写

を捉え，学習課題に沿って，登場人物の心情とその変

化を読み取り，主題について考えようとしている。 

 

古文編２ 随筆（１０・１１月） 

読む 

徒然草〔言語〕 

［知技］⑴ア，

ウ，エ／⑵ウ 

・随筆に表れた作者

の考えを，叙述を基

１『徒然草』と作者について，必要な知識を得る。 

【亀山殿の御池に】 

［知技］ 

・言葉には，文化の継承，発展，創造を支える働きがあ
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Ｐ138 

 

 

 

 

 

■古文の窓２ 

 兼好法師，こんな一面も 

Ｐ143 

５時間 

［思判表］読む

こと⑴ア，イ，

オ 

○活 読むこと⑵

イ 

 

［知技］⑵ア，イ 

［思判表］読む

こと⑴エ 

に的確に捉える。 １全文を音読し，あらすじを読み取る。 

２「大井の土民」と「宇治の里人」との，水車造りの能

力を比較してまとめる。（手引き１） 

３主題を考えさせる。（手引き２） 

【奥山に，猫山といふものありて】 

１全文を音読し，あらすじを読み取る。 

２「猫また」に関する二つのうわさの内容の違いを考え

る。また，どのような法師であるかを理解する。（手

引き１） 

３「猫また」に襲われた法師の行動を捉え，その心理を

想像する。（手引き２） 

４最後の一文を解釈し，その効果を考える。（手引き３） 

【雪のおもしろう降りたりし朝】 

１全文を音読し，主語を確認しながらあらすじを読み取

る。 

２相手が「返事」に書いてきた内容を読解する。（手引

き１） 

３作者の感慨を読み取る。（手引き２） 

４「亡き人」の人物像について，話し合う。（手引き３） 

【今日はそのことをなさんと思へど】 

１話のあらすじを読み取る。 

２本文の主旨を理解する。（手引き１・２） 

３作者の処世観について，まとめる。（手引き３） 

 

１四つの教材について，作者は伝聞したことや自分の考

えをどのようにまとめているか，考える。 

ることを理解している。 

・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し，それら

の文化的背景について理解を深め，文章の中で使うこ

とを通して，語感を磨き語彙を豊かにしている。 

・文章の意味は，文脈の中で形成されることを理解して

いる。 

・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外国の文

化との関係について理解している。 

・古典の世界に親しむために，作品や文章の歴史的・文

化的背景などを理解している。 

・古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な

文語のきまりや古典特有の表現などについて理解し

ている。 

［思判表］ 

・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容

や構成，展開などについて叙述を基に的確に捉えてい

る。 

・「読むこと」において，作品や文章に表れているもの

の見方，感じ方，考え方を捉え，内容を解釈している。 

・「読むこと」において，作品や文章の成立した背景や

他の作品などとの関係を踏まえ，内容の解釈を深めて

いる。 

・「読むこと」において， 作品の内容や解釈を踏まえ，

自分のものの見方，感じ方，考え方を深め，我が国の

言語文化について自分の考えをもっている。 

［主］進んで文語のきまりや古典特有の表現を理解し，

学習課題に沿って作者の考えを的確に捉えようとし

ている。 
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２『徒然草』や作者について，知識を深める。 

漢文編２ 漢詩（１１・１２月） 

読む 

絶句と律詩―七首 

〔言語〕 

Ｐ228 

４時間 

［知技］⑴ア，

ウ，エ／⑵ア，

イ，ウ 

［思判表］読む

こと⑴ア，イ，

ウ 

○活 読むこと⑵

イ，ウ 

 

 

 

 

 

 

【鹿柴】【春暁】【春暁】 

１それぞれの詩の詩形と押韻を確認する。（手引き３・

漢文の窓２） 

２それぞれの詩を音読し，書き下す。 

３展開に注意して現代語訳し，「自然をうたう」という

章立てを意識しつつ，うたわれている状況を考える。

（手引き１） 

４「自然をうたう」という章立てを意識しつつ，それぞ

れどのような心情がうたわれているかを考える。（手

引き２） 

５孟浩然と幸田露伴の「春暁」（229 ページ）を読み比べ

て，類似点や相違点を考える。（言語活動） 

【黄鶴楼送孟浩然之広陵】【贈汪倫】 

１それぞれの詩の詩形と押韻を確認する。（手引き３・

漢文の窓２） 

２それぞれの詩を音読し，書き下す。 

３展開に注意して現代語訳し，「友情をうたう」という

章立てを意識しつつ，うたわれている状況を考える。

（手引き１） 

４「友情をうたう」という章立てを意識しつつ，それぞ

れどのような心情がうたわれているかを考える。（手

引き２） 

 

【涼州詞】【春望】 

１それぞれの詩の詩形と押韻および対句を確認する。 

［知技］ 

・言葉には，文化の継承，発展，創造を支える働きがあ

ることを理解している。 

・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し，それら

の文化的背景について理解を深め，文章の中で使うこ

とを通して，語感を磨き語彙を豊かにしている。 

・文章の意味は，文脈の中で形成されることを理解して

いる。 

・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外国の文

化との関係について理解している。 

・古典の世界に親しむために，作品や文章の歴史的・文

化的背景などを理解している。 

・古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な

文語のきまりや訓読のきまり，古典特有の表現などに

ついて理解している。 

［思判表］ 

・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容

や構成，展開などについて叙述を基に的確に捉えてい

る。 

・「読むこと」において，作品や文章に表れているもの

の見方，感じ方，考え方を捉え，内容を解釈している。 

・「読むこと」において，文章の構成や展開，表現の仕

方，表現の特色について評価している。 

［主］進んで漢詩の形式ときまりを理解し，学習課題に

沿って，漢詩に描かれた情景や心情を読み取り，優れ

た表現に親しもうとしている。 
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（手引き３・漢文の窓２）  

２それぞれの詩を音読し，書き下す。 

３展開に注意して現代語訳し，「人生をうたう」とい

う章立てを意識しつつ，うたわれている状況を考え

る。（手引き１） 

４「人生をうたう」という章立てを意識しつつ，それ

ぞれどのような心情がうたわれているかを考える。

（手引き２） 

５理解した詩の内容をもとにそれぞれ暗唱する。（手

引き４） 

 

読む 

〈漢詩と日本文学〉 

Ｐ234 

１時間 

［知技］⑴ア，

ウ，エ／⑵ア，

イ 

［思判表］読む

こと⑴エ 

 

・漢詩とそれを踏ま

えた古文を読み，漢

文が日本文学に与

えた影響について

知る。 

１漢文を踏まえた日本文学について，概略を理解す

る。 

２「香炉峰下、…」と「雪のいと高う降りたるを」を

音読し，内容を捉える。 

３「雪のいと高う降りたるを」が，どのように漢詩を

踏まえているか考える。 

４「雪のいと高う降りたるを」が漢詩を踏まえている

ことの意味や効果について考える。 

 

［知技］ 

・言葉には，文化の継承，発展，創造を支える働きがあ

ることを理解している。 

・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し，それら

の文化的背景について理解を深め，文章の中で使うこ

とを通して，語感を磨き語彙を豊かにしている。 

・文章の意味は，文脈の中で形成されることを理解して

いる。 

・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外国の文

化との関係について理解している。 

・古典の世界に親しむために，作品や文章の歴史的・文

化的背景などを理解している。 

［思判表］「読むこと」において，作品や文章の成立し

た背景や他の作品などとの関係を踏まえ，内容の解釈

を深めている。 

［主］進んで作品の歴史的・文化的背景や他の作品との

関係を理解し，学習課題に沿って，漢文が日本文学に

与えた影響について考えようとしている。  
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現代文編４ 小説２（11 月） 

読む 

羅生門〔言語〕 

Ｐ72 

３時間 

 

［知技］⑴ア，

イ，ウ，エ 

［思判表］読む

こと⑴ア，オ 

○活 読むこと⑵

イ 

 

 

・極限状態にある登

場人物の心情の変

化を，場面の展開に

即して読み取り，主

題を考える。 

＜第１時＞ 

１全文を通読し，時代背景を確かめる。（手引き１） 

２場面の変化に注意して，本文全体を四つの意味段落に

分ける。 

３第一段を読み，「下人」の内面の状態をまとめる。（手

引き３-１） 

４「作者」の説明に従って，「下人」の行動を順を追っ

て整理する。 

５「下人」の内面の変化を順を追って整理する。（手引

き２） 

＜第２時＞ 

１第二段を読み，「下人」の目が捉えた「羅生門」の楼

上の情景を整理する。 

２「下人」と「老婆」について，比喩で表現した箇所を

抜き出し，比喩の効果について考え，まとめる。 

３第三段，第四段を読み,「下人」と「老婆」の行動を

順を追って整理する。 

４「なるほどな，……大目に見てくれるであろ。」に述

べられた「老婆」の主張について考え，それを聞いた

「下人」が「引剥ぎ」をしようと思った理由を考える。

（手引き４・言語活動１） 

＜第３時＞ 

１「下人」の内面の変化を，変化のきっかけと関連づけ

ながら，整理する。（手引き２・３-２・４) 

［知技］ 

・言葉には，文化の継承，発展，創造を支える働きがあ

ることを理解している。 

・常用漢字の読みに慣れ，主な常用漢字を書き，文や文

章の中で使っている。 

・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し，それら

の文化的背景について理解を深め，文章の中で使うこ

とを通して，語感を磨き語彙を豊かにしている。 

・文章の意味は，文脈の中で形成されることを理解して

いる。 

［思判表］ 

・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容

や構成，展開などについて叙述を基に的確に捉えてい

る。 

・「読むこと」において， 作品の内容や解釈を踏まえ，

自分のものの見方，感じ方，考え方を深め，我が国の

言語文化について自分の考えをもっている。 

［主］進んで本文の構成や場面の展開，表現の特色を捉

え，学習課題に沿って，登場人物の心情の変化を読み

取り，主題について考えようとしている。 
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２「黒洞々たる夜」という表現に留意して，「老婆」の

その後について考える。 

３「下人の行方は，誰も知らない。」という終わりを踏

まえて，「下人」がこの後，どうなったのかを想像し，

話し合う。（手引き５） 

４小説の主題について，自分なりに考えて発表する。 

５「老婆」の主張についてどのように考えるか，賛成，

反対の立場に分かれて討論する。（言語活動１） 

６「下人」と「老婆」の会話を，それぞれの人物になっ

たつもりで，役割読みする。（言語活動２） 

読む 

〔言語〕元になった古

典作品と読み比べよう 

Ｐ88 

２時間 

［知技］⑴ア 

［思判表］読む

こと⑴エ，オ 

○活 読むこと⑵

ウ 

 

 

 

・古典を元にして作

られた作品と，元の

作品を読み比べ，理

解を深める。 

＜第１時＞ 

１古典作品を元に書かれた作品について理解する。 

２原作（89 ページ）の本文のＡ～Ｄについて，「羅生門」

で対応する箇所を探し，88 ページの（１）～（３）

のいずれに該当するか考える。 

３２をもとに原作と「羅生門」を比較し，「羅生門」で

省略・変更されている点が果たす役割について考え

る。 

＜第２時＞ 

１原作の波線ア～エについて，「羅生門」で対応する箇

所を探し，88 ページの（１）～（３）のいずれに該当

するか考える。（課題１） 

２ １で検討した中から，重要だと思うものを選び，「羅

生門」の創作性にとってどのような意味を持つか，自

分の考えをまとめ，話し合う。（課題２） 

３原作の後半部分（92 ページ）の波線オ～ケについて，

［知技］言葉には，文化の継承，発展，創造を支える働

きがあることを理解している。 

［思判表］ 

・「読むこと」において，作品や文章の成立した背景や

他の作品などとの関係を踏まえ，内容の解釈を深めて

いる。 

・「読むこと」において， 作品の内容や解釈を踏まえ，

自分のものの見方，感じ方，考え方を深め，我が国の

言語文化について自分の考えをもっている。 

［主］進んで古典を元にして作られた作品についての理

解を深め，学習課題に沿って，古典を元にして作られ

た作品と原作との違いや創作性について考えようと

している。 
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「羅生門」で対応する箇所を探し，88 ページの（１）

～（３）のいずれに該当するか考える。（課題３） 

古文編４ 物語（２・３月） 

読む 

枕草子〔言語〕 

Ｐ146 

 

 

 

 

 

■古文の窓３ 

 『源氏物語』に触れる 

Ｐ148 

 

●古文学習のしるべ４ 

助動詞 助詞 

Ｐ150 

５時間 

［知技］⑴ア，

ウ，エ／⑵ウ 

［思判表］読む

こと⑴ア，イ，

オ 

書くこと（2）

ア 

 

［知技］⑵ア，カ 

［思判表］読む

こと⑴エ 

 

［知技］⑵ウ 

［思判表］読む

こと⑴ア 

・作品の内容を自分

と関係づけながら，

ものの見方，感じ

方，考え方を深め

る。 

１平安時代の女流文学および随筆文学について知る。 

【うつくしきもの】 

１本文を通読し，何を「うつくし」として取り上げてい

るのか，整理する。（手引き１） 

２『枕草子』の内容の三分類について知り，この章段が

類聚的章段に当たることを理解する。 

３同じ日本語でも時代が変わると意味も変化してくる

ことを，「うつくし」をはじめとする古今異義語を通

して理解する。 

４「うつくしきもの」を参考にしながら現代版「○○も

の」を書く。 

［知技］ 

・言葉には，文化の継承，発展，創造を支える働きがあ

ることを理解している。 

・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し，それら

の文化的背景について理解を深め，文章の中で使うこ

とを通して，語感を磨き語彙を豊かにしている。 

・文章の意味は，文脈の中で形成されることを理解して

いる。 

・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外国の文

化との関係について理解している。 

・古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な

文語のきまりや古典特有の表現などについて理解し

ている。 

・我が国の言語文化への理解につながる読書の意義と

効用について理解を深めている。 

［思判表］ 

・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容

や構成，展開などについて叙述を基に的確に捉えてい

る。 

・「読むこと」において，作品や文章に表れているもの

の見方，感じ方，考え方を捉え，内容を解釈している。 

・「読むこと」において，作品や文章の成立した背景や

他の作品などとの関係を踏まえ，内容の解釈を深めて

いる。 

・「読むこと」において， 作品の内容や解釈を踏まえ，

自分のものの見方，感じ方，考え方を深め，我が国の

言語文化について自分の考えをもっている。 
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・「書くこと」において,作品の構成を踏まえながら、自

分の設定したテーマに沿って文章を書くことができ

る。 

［主］進んで自分のものの見方，感じ方，考え方を深め，

学習課題に沿って，「うつくしきもの」に共通する特

徴を捉え，古今意義語について考えようとしている。 

 

 


